
                                            

               

★
こ
れ
ま
で
の
経
緯 

昨
年
三
月
議
会
で
約
三
万
七
千
㎡
の

東
大
果
樹
園
跡
地
を
四
億
五
千
万
円
で
土

地
取
得
す
る
こ
と
が
決
定
。
そ
の
後
跡
地

の
一
部
か
ら
水
銀
と
鉛
が
検
出
さ
れ
た
の

で
、
東
大
が
除
染
対
策
を
行
い
、
今
年
か

ら
町
の
所
有
地
に
な
り
ま
し
た
。 

跡
地
活
用
の
意
見
募
集
を
昨
年
六
月

か
ら
九
月
に
実
施
。
十
一
月
に
は
「
東
京

大
学
果
樹
園
跡
地
活
用
等
検
討
委
員
会
」

が
発
足
し
、今
年
七
月
ま
で
に
六
回
審
議
。

そ
し
て
、
七
月
二
十
七
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
草
刈
り
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

★
非
常
に
厳
し
い
町
財
政 

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三
年
度

に
か
け
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
二

十
億
八
千
万
円
の
ラ
デ
ィ
ア
ン
裏
の
土
地

取
得
や
四
億
五
千
万
円
の
東
大
果
樹
園
跡

地
購
入
等
の
大
規
模
投
資
を
重
ね
た
結
果
、

目
的
外
使
用
が
で
き
な
い
基
金
に
ま
で
手

を
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

手
を
つ
け
た
八
つ
の
基
金
は
、
条
例
に

よ
り
災
害
対
策
、
緑
保
全
、
環
境
整
備
な

ど
の
目
的
を
も
っ
て
長
年
に
わ
た
り
少
し

ず
つ
積
み
立
て
ら
れ
て
き
た
大
切
な
現
金

な
の
で
す
。
二
宮
町
財
政
は
身
動
き
の
と

れ
な
い
大
変
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
ゴ
ミ
処
理
広
域
化
に
伴

う
多
額
な
費
用(

今
年
度
は
広
域
化
推
進
に
約
一

億
六
千
万
円
、
剪
定
枝
資
源
化
整
備
の
生
活
環
境
影

響
調
査
と
土
地
取
得
に
約
三
億)

が
か
か
り
ま
す
。 

 

反
対
に
税
収
は
下
が
り
、
来
年
度
は
県

住
宅
供
給
公
社
の
土
地
払
い
下
げ
や
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
の
撤
退
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
大
幅

な
減
収
も
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

★
許
さ
れ
な
い
！
風
致
公
園
の
二
の
舞 

ラ
デ
ィ
ア
ン
裏
の
土
地
は
、
県
住
宅
供

給
公
社
か
ら
買
い
取
り
申
し
入
れ
期
限
が

来
た
か
ら
と
き
ち
ん
と
し
た
将
来
計
画
も

な
い
ま
ま
購
入
し
、
国
の
補
助
金
が
つ
く

と
い
う
理
由
で
風
致
公
園
と
し
ま
し
た
。 

風
致
公
園
基
本
計
画
に
は
、
「
住
民
の

生
活
に
暮
ら
し
に
直
結
す
る
経
済
的
な
活

性
化
や
豊
か
さ
の
実
感
を
は
じ
め
他
地
域

の
人
々
に
本
町
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

様
々
な
受
発
信
を
す
る
場
と
し
て
も
活
用

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い(

中
略)

秋
の

集
客
を
目
的
と
し
た
整
備
を
行
う
事
で
年

間
を
通
し
た
本
町
へ
の
観
光
客
の
誘
致
が

図
ら
れ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
整

備
完
了
は
来
年
度
で
す
が
、
そ
ん
な
実
感

や
き
ざ
し
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

風
致
公
園
は
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ 

       

  

い
た
計
画
や
戦
略
も
な
く
約
二
十
億
か
け

て
取
得
し
、
た
ま
た
ま
話
の
あ
っ
た
所
に

賃
貸
。
東
大
果
樹
園
跡
地
も
計
画
も
な
く 

購
入
。
来
年
度
か
ら
賃
貸
予
定
。
似
た
よ

う
な
パ
タ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
風

致
公
園
の
二
の
舞
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

跡
地
活
用
は
二
宮
の
残
さ
れ
た
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
ま
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

 

★
魅
力
を
秘
め
た
東
大
果
樹
園
跡
地 

①
レ
ト
ロ
で
多
様
な
様
式
の
建
物
群  

二
宮
町
の
中
央
に
位
置
し
、
約
三
万
七

千
㎡
一
万
一
千
坪
の
広
大
な
土
地
。
そ
の

中
に
は
大
正
や
昭
和
初
期
に
東
京
帝
国
大

学
が
建
設
し
た
管
理
舎
・
果
物
貯
蔵
庫
・

実
験
室
・
堆
肥
舎
・
生
産
物
加
工
室
・
収

納
舎
・
屋
内
作
業
所
・
倉
庫
・
学
生
宿
舎

等
が
現
存
。洋
館
や
和
風
建
築
、ド
ー
ム
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
発
着
施
設
な
ど
レ
ト
ロ

で
多
様
な
様
式
で
多
数
建
物
が
現
存
し
て

い
る
の
は
町
の
貴
重
な
財
産
で
す
。 

              
②
現
存
す
る
多
様
な
果
樹
や
植
物
、
泉  

様
々
な
果
樹(

ぶ
ど
う
・
桃
・
梨
・
キ

ウ
イ
・
カ
キ
・
栗
・
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
等)

も
ま
だ
現
存
し
、
そ
の
他
様
々
な
樹
木
、

泉
、
野
草
な
ど
も
自
生
し
て
い
ま
す 

         
 
 
 
 
 

 

 

東
大
果
樹
園
跡
地
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
方
は
、「
し
お
風
つ
う
し
ん
ブ
ロ
グ
」

の
「
東
大
果
樹
園
跡
地
再
生
」
コ
ン
テ
ン

ツ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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★
町
民
提
案
は
果
樹
や
建
物
の
活
用
・
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
希
望 

昨
年
実
施
さ
れ
た
意
見
募
集
で
は
三

十
五
件
の
提
案
が
あ
り
、
暫
定
利
用
も
将

来
構
想
も
果
樹
園
・
農
園
・
憩
い
の
場
・

子
ど
も
と
遊
べ
る
場
・
防
災
関
係
の
提
案

が
多
く
、
建
物
を
再
生
し
た
カ
フ
ェ
、
太

陽
光
発
電
、
体
験
型
の
観
光
拠
点
と
し
て

発
想
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

意
見
応
募
者
は
、
現
況
を
活
か
し
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
め
る
自
然

的
・
農
業
的
活
用
を
希
望
し
、
そ
こ
か
ら

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

★
町
民
等
の
跡
地
見
学
機
会
等
を
増
や

し
実
践
的
な
提
案
に
深
め
よ
う 

町
民
等
が
東
大
果
樹
園
跡
地
の
現
場

を
実
際
に
見
学
や
調
査
す
る
機
会
を
増
や

し
、
町
民
の
提
案
が
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
戦
略
的
な
展
開
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。 

大
き
な
経
済
成
長
が
望
め
ず
社
会
変

化
が
著
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
町
民
の
ま

ち
づ
く
り
の
力
を
結
集
し
て
着
実
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

第
５
次
総
合
計
画
に
も
東
大
果
樹
園

跡
地
は
「
新
交
流
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け

ら
れ
、「
社
会
状
況
の
変
化
や
町
民
ニ
ー
ズ
、

町
の
公
共
施
設
の
立
地
状
況
も
踏
ま
え
、

町
民
参
加
に
よ
っ
て
、
土
地
利
用
や
実
現

方
策
を
暫
定
的
な
土
地
利
用
も
含
め
て
検

討
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
町
民
の
「
ま
ち

づ
く
り
の
力
」
に
よ
る
施
設
利
用
、
民
間

の
活
力
の
活
用
等
多
様
な
実
現
手
法
を
検

討
し
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

★
し
お
風
も
プ
ラ
ン
を
作
成
、
実
践
へ 

 

「
し
お
風
」
主
宰
者
神
保
は
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
「
住
民
力
を
結
集
す
る

東
大
二
宮
果
樹
園
跡
地
再
生
を
核
と
し
た

『
ま
ち
な
か
❤
遊
学
文
化
』
が
息
づ
く
ふ

れ
あ
い
観
光
」
を
作
成
。
そ
の
結
果
、
県

の
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

プ
ラ
ン
の
実
践
に
向
け
て
様
々
な
専
門

家
、
関
係
団
体
、
農
業
者
、
大
学
生
等
に

説
明
し
、
協
力
を
仰
い
で
い
ま
す
。 

こ
の
中
に
は
「
み
や
じ
豚
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
成
功
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
農
家
の

こ
せ
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表
の
宮
治

勇
輔
さ
ん
も
い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て

様
々
な
助
成
が
得
ら
れ
る
農
水
省
の
「
食

の
モ
デ
ル
地
域
構
築
計
画
」
へ
の
応
募
を

す
す
め
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
早

急
で
し
た
の
で
、
応
募
協
議
会
構
成
員
に

必
要
な
町
職
員
の
参
加
が
町
行
政
に
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
後
は
、
プ
ラ
ン
作
成
時
に
参
考
に
し

た
年
間
50
万
人
年
商
50
億
円
で
奇
跡
の

農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い
る

「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
作
り
フ
ァ
ー
ム
」

社
長
木
村
修
さ
ん
を
招
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
専
門
家
の
講
師
よ
る
楽
し
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
、
跡
地
再
生
活
動
の

実
践
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

地域コミュニケーション紙      2013年 8月 10日 13,000部発行 

 

 
発行 まちづくり工房「しお風」  

責任者 神保智子 ☎090-3142-9358   

ホームページ  http://www.scn-net.ne.jp/~shiokaze  
メールアドレス shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

 

「しお風」は、住民が主役の『共育のまちづくり』を進めることが夢。  

住民一人ひとりの想いを大切にしながら、それぞれが自分のできることで協力し、つながっていく町へ。

住民の輝きが町の魅力、にぎわいを促すまちづくり活動を 13 年近く続けています。 

 

二二
宮宮
がが
輝輝
くく
残残
ささ
れれ
たた
チチ
ャャ
ンン
スス
をを
つつ
かか
もも
うう
！！  

住住
民民
力力
のの
結結
集集
とと
連連
携携
でで
東東
大大
二二
宮宮
果果
樹樹
園園
跡跡
地地
のの
再再
生生
をを
。。  

 

「
将
来
の
二
宮
町
の
活
性
化
に
大
き
く
結
び
つ
く
」
と
二
宮
町
は
計
画
白
紙
の
ま
ま
東
大
二
宮
果
樹
園
跡
地

を
四
億
五
千
万
円
で
取
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
財
政
が
非
常
に
厳
し
く
五
年
位
は
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
来
年
度
か
ら
は
跡
地
を
賃
貸
す
る
予
定
で
す
。 

こ
の
暫
定
賃
貸
期
間
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
機
会
と
捉
え
、
町
民
・
民
間
が
参
入
し
、
住
民
力
の
結
集

と
町
内
外
と
の
連
携
で
町
民
の
幸
福
度
を
高
め
る
跡
地
再
生
を
期
待
し
ま
す
。 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
お
風

提
案 

 

住住
民民
力力
のの
結結
集集
でで  

東東
大大
果果
樹樹
園園
跡跡
地地
のの
再再
生生
をを  

 

 

今でも元気に育っている果樹 

東京帝国大学の威光が垣間見える建物 

東大二宮果樹園跡地 

http://shiokaze.hama1.jp/c20633.html
http://shiokaze.hama1.jp/c20633.html


                                            

                                            

                         
 

 

昨
年
七
月
に
県
公
社
が
、
百
合
が
丘
地

区
の
未
利
用
地
を
処
分
す
る
意
向
を
明
ら

か
に
し
、
百
合
が
丘
地
区
住
民
を
は
じ
め

町
行
政
も
驚
き
ま
し
た
。
十
月
に
斜
面
緑

地
の
売
却
を
や
め
る
よ
う
に
要
望
書
を
町

議
会
へ
提
出
、
こ
れ
を
受
け
町
議
会
は
意

見
書
を
県
知
事
に
提
出
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
未
利
用
地
の
う
ち
二
、
三
丁
目

の
斜
面
地
は
町
が
引
き
取
る
こ
と
で
調
整

が
進
ん
で
い
ま
す
。 

し
か
し
、
既
に
「
八
晃
建
設
」
に
売
却

さ
れ
て
し
ま
っ
た
峠
公
園
隣
接
地
の
宅
地

造
成
計
画(

二
月
に
町
行
政
が
示
し
た
事

前
協
議
案)

が
議
会
意
見
書
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 ★
宅
地
造
成
計
画
へ
の
住
民
の
懸
念 

傾
斜
地
を
北
側
道
路
と
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ 

    

                       

ト
に
な
る
よ
う
に
盛
土
し
、
西
側
を
含
め

全
体
で
合
計
56
区
画
の
宅
地
造
成
。 

         

◇
大
規
模
な
土
盛
り
の
た
め
の
大
型
ト
ラ
ッ 

ク
走
行
に
よ
る
混
乱 

◇
高
さ
10
ｍ
以
上
の
巨
大
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁

壁
が
そ
そ
り
立
つ
圧
迫
感 

◇
北
側
の
交
通
量
が
多
く
、
西
側
の
道
路
が
狭 

い
た
め
の
交
通
問
題 

◇
住
宅
が
密
集
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ 

る
環
境
の
激
変 

                  

★
今
回
の
要
望
書
の
概
要 

宅
地
開
発
が
緑
地
・
景
観
の
保
全
、
街

並
み
と
の
調
和
や
安
全
に
配
慮
し
た
最
小

限
の
埋
め
立
て
で
、
危
険
性
や
圧
迫
感
が

な
く
、
隣
接
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
公
益

的
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
・
拡
充
に
努
め
、
必

要
に
応
じ
随
時
説
明
会
の
開
催
す
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
具
体
的
に
は
、
通
学
路
の
確
保
、

雨
水
処
理
、
下
水
・
生
活
用
水
へ
の
十
二

分
な
配
慮
、
大
規
模
埋
め
立
て
が
隣
接
地

を
通
過
す
る
東
海
道
新
幹
線
隧
道
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
の
要
望
も
。 

 

★
町
の
責
務
と
し
て
危
険
な
宅
地
開
発

は
是
正
す
べ
き 

 

こ
の
問
題
は
峠
公
園
周
辺
住
民
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
・
一
一
の

教
訓
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。
想

定
外
の
災
害
は
起
こ
り
、
現
状
の
法
律
は

完
璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宅
地
開
発
の
許

認
可
権
は
県
に
あ
り
ま
す
が
、
町
は
意
見

を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場
の
実

態
を
知
っ
て
い
る
の
は
町
で
す
。
災
害
対

策
法
で
防
災
の
第
一
次
責
務
の
あ
る
町
は

危
険
な
宅
地
開
発
は
是
正
す
べ
き
で
す
。 

                                            

 

夏夏休休みみ親親子子体体験験学学習習参参加加者者募募集集中中！！    
 

～～  湘湘南南みみかかんん青青摘摘みみ体体験験新新聞聞づづくくりり  ～～  
 

ＡＳＡ二宮、ＡＳＡ大磯、まちづくり工房「しお風」共催 
 

8月 18日(日) みかん青摘み体験・写真撮影・簡単クッキング  
つぐみのおかコモンズ(二宮町富士見が丘 2-6-9)、中里のみかん畑 

  9:30二宮駅北口集合 9:45～ズッキーの写真教室[すずきフォト]    

10:25～里山歩き 10:45～11:40 みかんの青摘み体験 [地元みかん農家さん]    

※持ち物 写真撮影用のデジタルカメラ  

12:00～13:30  青摘みかん簡単クッキング（青摘みかんちらし寿司等）[京の味 圓山] 
 

8月 24日(土) 青摘みかんをテーマにした新聞づくり  
つぐみの丘コモンズ 

  9:30二宮駅北口集合  10:00～12:30 青摘み体験新聞づくり   

講師  朝日学生新聞社 高橋宏輔さん 

  ※持ち物 プリントアウトした写真、えんぴつ、はさみ、両面テープ、定規 
 

募集対象 二宮町、大磯町にお住まいの小学生親子 20組 (先着順受付)  

参 加 費 親子 1 組(親子 3 人以内)1500 円(材料費・食材費)  

但し親子 4人以上での参加の場合は一人ごとに 400円加算  

 
 ★★

「「
しし
おお
風風
」」
をを
カカ
ララ
ーー
印印
刷刷
にに
。 

「
し
お
風
」
を
見
や
す
く
す
る
た

め
に
、
今
回
か
ら
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
多
用
し
、
カ
ラ
ー
印
刷
に
し
ま
し

た
。
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

★
まま
ちち
なな
かか
❤❤
ほほ
っっ
とと
スス
ポポ
ッッ
トト  

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

          

 
 

屋
外
で
気
軽
に
休
憩
や
お
し
ゃ
べ
り

が
で
き
る
よ
う
に
、
し
お
風
事
務
所
階

下
の
空
き
店
舗
前
と
駐
車
場
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
野
草
等

の
寄
せ
植
え
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
な

ど
を
設
置
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
、
二

宮
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

のの

  

 

 

 

 

乱乱
開開
発発
をを
防防
ごご
うう
！！  

二二
宮宮
のの
緑緑
とと
住住
環環
境境
をを
守守
るる
たた
めめ
に
。 

百
合
が
丘
地
区
長
協
議
会
、
百
合
が
丘
自
治
会
、
峠
公
園
・
周
辺
環
境
を
考
え
る

会
は
、
六
月
六
日
に
「
百
合
が
丘
地
区
峠
公
園
隣
接
地
の
宅
地
造
成
計
画
に
関
す
る

要
望
書
」
を
神
奈
川
県
、
町
、
建
設
会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
土
地
は
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
が
昨
年
七
月
に
民
間
業
者
へ
売
却
し
た
も

の
で
、
宅
地
造
成
計
画
が
緑
と
住
環
境
そ
し
て
安
全
性
を
損
な
う
懸
念
が
あ
る
と
し

て
、
緑
地
・
景
観
の
保
全
、
安
全
へ
の
配
慮
を
基
本
と
し
た
宅
地
開
発
、
通
学
路
の

確
保
、
雨
水
処
理
、
下
水
・
生
活
用
水
へ
の
十
二
分
な
配
慮
等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 

 

 

ま
ち
な
か
❤
ほ
っ
と
ス
ポ
ッ
ト 

二
宮
町
二
宮
一
九
三
一
‐三 

ややじじううまま議議会会ウウォォッッチチンンググ  
議議会会はは地地域域経経済済のの活活性性化化をを協協働働でで進進めめるる検検討討のの場場にに  

 町行政はまちづくりのプロ集団。ですから、民間や町

民が実施することの問題を指摘して終わるのではなく、

民間や町民が地域経済の活性化へ適切に動けるように、

助言や情報提供、ＰＲなどの支援をしてほしい。   

この観点から 3月議会で気になることがありました。

それは小笠原議員の一般質問「朝市支援で商業の活性化

を」への坂本町長の答弁と 4月 25日発行の「議会だより」

の 5 ページの「訂正とお詫び」の文末「ラディアン朝市

の保健所申請について…誤「申請した」→正「未申請」」

と掲載されていたことです。 
 

坂本町長は、「なぜ行政が 

ラディアンの方に(海の朝市と 

違って)介入できないかという 

と、保健所に届けをしていな 

いんですよ。だから、我々は 

どうしようもない。明らかに 

違法行為をして売っている業者がいるんです。そういう

ことが整備されないと、町の補助とか応援とか、これは

できない。」と答弁しています。 
 

★他人事すぎる町長発言の問題点 

東京都は「行事における臨時営業等の取扱要綱」に基

づいて許可申請制度があり、ＰＲもされていますが、神

奈川県では食品衛生法に基づく店の営業許可申請で、行

事においての許可申請制度はありません。事前報告を求

めていますが、この報告も湘南地区では実際は報告して

いない団体も多いようです。ラディアン朝市は数年前か

ら事前報告を年度当初に年間まとめて行っています。 
 

朝市のような行事を運営する団体は専従職員もなく、

他に仕事や活動をしているメンバーが、様々な問題を抱

えながらも地域の人たちに喜んでもらいたいと出店料等

で運営費を賄い、続けていることが多い。 
 

行政は地域経済を活性化する一つの方法として、民間

の朝市の会と協働することが大切ではないでしょうか。

今まで問題があると感じていたならば、議場で問題点を

指摘するのだけでなく、情報提供、届け出の指導、協働

するための方法まで検討することが協働のまちづくりを

実現するには必要でしょう。他人事ではいけません。 
  

★期待する議会の役割  
同じ 3月議会で「二宮町議会基本条例」が全会一致で

可決。4月 1日に施行され、5月に議会報告会が開催され

ました。今後の議会に期待がもてる報告会でした。 

 ぜひ、議会は町の問題を深く掘り下げ、町民の立場か

ら適正な行政運営がなされるように見守り、さらには必

要な政策提案を積極的に行いながら、協働のまちづくり

を実現させてください。議会の役割に期待しています。    

問合せ・申込み   ＡＳＡ二宮 竹原  ☎0463-71-1157  「しお風」shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

 

 

夏休みの自由研究

にピッタリ!! 

東東日日本本大大震震災災復復興興支支援援事事業業  

「「ミミネネルルヴヴァァののふふくくろろううとと明明日日のの日日本本」」作作品品展展  
「ミネルヴァのふくろうと明日の日本」の挿絵 21点展示 

9 月 8 日(日)～29 日(日) 大磯町郷土資料館 
入場無料  【休館日】9月 9日(月)・17日(火)・24日(火) 

星槎グループ一般財団法人 世界こども財団・学校法人国際学園、 

大磯町 共催 

外交官出身で文化庁長官に就任した近藤誠一氏が被災地への持続的支

援の必要性と、文化芸術の力を活用した復興教育への支援を訴え、同

氏に共感した 21 名のアーチストが挿絵を提供し、この連載を「ミネル

ヴァのふくろうと明日の日本」という本にまとめました。星槎グルー

プ学校法人国際学園は近藤氏と画家 21 名の想いに賛同し、21 点の作

品を購入しました。近藤氏やその思いに賛同する人々により、この本

や絵画の収益は被災地で活動する団体への活動資金として寄贈されま

した。ぜひ、ご覧ください。 

 

「しお風さん」イラスト作成 

矢戸優人 

  
「峠公園・周辺環境を考える会」が

宅地造成計画をもとに作成した峠公

園バス停付近から見た開発想像図 

詳細はブログをご覧ください。 

http://shiokaze.hama1.jp/c25631.html 

 ラディアン日曜朝市 

22001133自自然然かからら学学ぶぶ夏夏のの教教室室  ネネイイチチャャーーテテククノノロロジジーーがが未未来来をを創創るる!!  星槎グループ一般財団法人 世界こども財団  

8 月 22 日（木）10:00～15:00  23 日（金）10:00～16:00   バス送迎 9:30大磯駅から送迎 

講師 東北大学大学院 石田秀樹先生         参加費 2日間 2000円、1日 1000円     

対象 中高生、教員、一般     申込 ☎0463-71-6046、メール seminar@seisa-mp.jp 

 

mailto:seminar@seisa-mp.jp

